
「文化開発研究会」開催（7/4）のお知らせ	
日本文化政策学会では、〈会員企画提案制度〉により「文化開発研究会」を開催いたします。 

会員の方はもちろんのこと、会員以外の方でご関心ある方は奮って参加ください。	

1.	 日 時：2021 年 7 月 4 日（日）午後 1 時 30 分～2 時 30 分 	

2.	 テーマ・発表者： 	

【テーマ】「開発という切り口から文化を考える」 	

【発表者】土屋正臣〔城西大学現代政策学部准教授〕 	

【司  会】小林真理〔東京大学大学院人文社会系研究科教授〕 	

【開催趣旨】2021 年開催予定の東京五輪、2025 年開催予定の大阪・関西万博へと続く文化イ

ベントの系譜は、近代社会が求めてきた開発主義の伝統に基づくものである。その開発とは、文

化による開発、すなわち文化開発である。かつて梅棹忠夫が、1970 年の大阪万博跡地（万博

記念公園）における国立民族学博物館設置を文化開発と呼んだこととも関連する。	

そもそも開発とは、ザックスによれば「単なる社会経済的な試みをはるかに越えるものである。開

発とは、現実を形作る認識であり、社会を慰める神話であり、情熱を解き放つ幻想」である。この

開発の定義に沿うならば、開発は道路やダムの建設や工業団地の造成といった社会資本の整

備にとどまらず、豊かさを創造するものとして開発に夢を抱き、あるいは開発を「仕方のないこと」

としてやむなく受け入れようとする心のありようを包括する。	

したがって、文化開発とは、文化施設の建設や文化振興、文化財保護にかかる制度の問題だけ

でなく、文化創造の先の豊かさへの希求と開発の名の下での既存の文化的な豊かさ喪失への

諦観とが入り混じった心性の問題でもある。この近代以降の開発主義的な心性の系譜上に、文

化開発という文化政策を配置すると、今日の東京五輪や大阪・関西万博といったビックイベント

も開発主義的な呪縛から解放されていないように捉えられる。では、今後の文化開発はどうある

べきなのか、あるいは文化による開発という発想自体が再考されるべきなのか。この問題意識を

参加者と共有しつつ、文化開発という視点から文化政策研究の新たな道筋を模索することが開

催の趣旨である。	

3.	 会 場：リモートによるオンライン研究会（Zoom 使用）として実施します。	

4.	 参加費：無料 	 （本会会員の有無に関わらず） 	

5.参加定員：50 名 	 （先着順） 	



6.参加申込み：事前申込が必要です。おそれいりますが、参加される場合は、6 月 26 日（土）ま

でに以下のメールアドレス宛に氏名・所属・会員の有無をお知らせください。	

masaomi1@josai.ac.jp 土屋正臣 宛	

当日の Zoom への接続先は事前に申し込みをいただいた方のみにお知らせいたします。お届けい

ただいたメールアドレスに 3日前までお送りいたします。 

 
7.個人情報の取り扱い ： 参加者の個人情報はこの企画の連絡のみにしか使用いたしません 


